














徴として、仏印進駐から 1945 年 3 月までフランス植民地政権の温存されて


























想像力という概念を援用する。『人文地理学事典』（The Dictionary of Human 
Geography, Wiley-Blackwell, 2009：282 [5th Edition]） に よ れ ば、 地 理 的 想
像力とは「地球上で生活してゆく上での場所と空間、景観そして自然の重
要さに対する感受性（A sensitivity towards the signiﬁcance of place and space, 
































　大東亜共栄圏を提唱した帝国日本は 1940 年 9 月末の北部仏印に進駐し
た。1937 年に日中戦争を開戦した日本は、国際的にも孤立しつつあり、戦
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略的重要資源を求めて、当時南洋と呼ばれた東南アジア地域への侵略を企て
た 2）。























































































書約 3500 冊、各種地図約 5000 枚を蒐集」（別技、1967：181、［］内は引用
者）し、地図に関しては「東南アジア各地域における大縮尺の地形図（5 万
分の 1、10 万分の 1 など）および水路部作製の海図を中心」（別技、1967：









篤彦氏で、最初の大口購入者であった。昭和 34 年（1959）6 月と 12
月に、インドシナ地域の注文を受け、C セットから合計 2254 枚を選
び出して、8 月と 12 月に納入、早速に約 34 万円の支払いを受けた。
［中略］さらに翌年 6 月には、ボルネオ、タイ、マレー半島、インド
ネシア、その近海諸島、フィリッピン、ビルマ、インド、ジャワ、
豪州の 516 枚を納め、年末に 7 万 7 千余円受領。昭和 36 年（1961）2
月には、ハワイ、パプア、豪州、仏印の追加注文もあり、389 枚を納
めて、（6 月に 5 万 7 千円受領。）同じ 6 月には、東南アジアの残余と
海図の注文を受け、7月にその473枚を納入して、（約7万1千円受領。）
こうして立教大学には 3 年にわたり、合計で 3,632 枚を納め、54 万
4450 円を受領した。11 年後［ママ］の昭和 48 年（1973）6 月になっ
て、同大学大学院生吉田正紀君が別枝氏の手紙を持って来訪、現地
調査用に、別にジャワ島やマカッサル、セレベスの地図を求められ






多いものを B セットというようにして T セットまで 20 組を作った」（浅井、
2007：6）との記述から、第 2 次世界大戦後 3 番目に多く残されていた外邦
図であったことが推察できる。
　また、久武・今里の表Ⅱ -1-1（久武・今里、2009：36）から集計すると、
当時の立教大学アジア地域総合研究施設には、1959 年から 1961 年まで 5 回















なっている。縮尺を確認すると、10 万分の 1（132 枚）、40 万分の 1（6 枚）、
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は、原則としてフランス植民地当局が測量したものを複製していたことが
わかる。製版・印刷機関は、空白の 1 枚を除くと、陸地測量部・参謀本部が








　製版時期を確認すると、時期が記載されていない 1 枚を除き、1940 年（昭





1943 年（昭和 18 年）、1945 年（昭和 20 年）の合計 9 パターンが存在してい
る。1940、41 年（昭和 15、16 年）については、発行月まで記載されている
のに対して、1943、45 年（昭和 18、20 年）はその記載がない（後掲表 1 参照）。
ここで注目すべき点として、北部仏印進駐以前に外邦図が製版されていた事
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すでにグリニッジ子午線を基準子午線とする方向に傾倒していたとする（ハ
ウス、2007：178-179）。
　ただ、ハウスは、1871 年第 1 回国際地理学会において、フランス代表が
「時代が 17 世紀か 18 世紀であったなら、当然パリ［の子午線］が［本初子















が東経 104 度 24 分となる。また、東経「116G」と記載された部分を、グー
グルアースで確認すると、東経 106 度 44 分付近になることから 2 度 20 分の




相対的に大縮尺である 10 万分の 1 の外邦図が大多数を占めている。総数
167 枚のうち、約 80％が 10 万分の 1 の外邦図である。戦争遂行時、より精
緻な軍事行動を実行に移す場合には大縮尺の地図を必要とすることの現れで
あろう。
　表 1 をみると、まず北部仏印進駐前までに大多数の 10 万分の 1 の外邦図
が製版されていることがわかる。1940 年（昭和 15 年）9 月までに、86 枚が
製版されている。10 万分の 1 の外邦図に占める割合をみると 65％になる。
表 1　製版時期別縮尺別にみる外邦図
注：1 枚（40 万分の 1）には製版時期の記載なし。
外邦図の枚数
10 万分の 1 40 万分の 1 50 万分の 1
昭和 15 年 6 月 46
昭和 15 年 7 月 3
昭和 15 年 8 月 39
昭和 15 年 9 月 1 2
昭和 16 年 2 月 10
昭和 16 年 3 月 9
昭和 16 年 9 月 8
昭和 18 年 27
昭和 20 年 21
（出典：大塚・丸山、2016）
104　　国際関係紀要　第 26 巻　第 1・2 合併号
さらに南部仏印進駐が実行に移された 1941 年 6 月までに製版された 10 万分
の 1 の外邦図を確認すると 105 枚、約 80％を占める。また、1940 年（昭和





















　また、図 5 に示したとおり、1940 年（昭和 15 年）7 月に製版された 40 万
図 5　フランス領インドシナ外邦図（1/400,000 および 500,000）図郭の製版年別分布
（出典：図 4 に同じ）。
（a）1/400,000 （b）1/500,000
















　次に、1941 年（昭和 16 年）2 月、3 月の外邦図をみると、フランス領イ
ンドシナ領域のうち、カンボジア域内の図幅が目立つ。特に、コーチシナか
らタイ王国に通じる直線的なルートを地図化していることが特徴としてあげ
られる。前述のように、1941 年 12 月に日本軍はタイ王国に進駐しており、
その準備段階として、当該外邦図を複製・作製していたと考えられる。ま
た、図 5 をみるとわかるように、1941 年（昭和 16 年）9 月の 50 万分の 1 は、
1941 年（昭和 16 年）2 月、3 月の 10 万分の 1 の外邦図を補強するかのように、
仏印のなかでもカンボジア域内、より具体的には、コーチシナとタイ王国を
結ぶルートの図幅が複製されている。
　再び図 4 に注目すると、1943 年（昭和 18 年）の外邦図は現在のラオスと






1945 年（昭和 20 年）のそれは、ハノイ、ヴィン、ニャチャン、トゥラーヌ
（現、ダナン）、ヴィンロンなど北部から南部まで網羅した外邦図が製版され
ている。
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10 万分の 1 40 万分の 1 50 万分の 1
仏 日 併記 仏 日 併記 仏 日 併記
昭和 15 年 6 月 2 44
昭和 15 年 7 月 1
昭和 15 年 8 月 32
昭和 15 年 9 月 1 1 1
昭和 16 年 2 月 10
昭和 16 年 3 月 9
昭和 16 年 9 月 8
昭和 18 年 27
昭和 20 年 21
表 2　製版年別・縮尺別にみる外邦図の凡例の使用言語
注：表中「仏」はフランス語、「日」は日本語、「併記」は、フランス語と日本語
の併記を示す。なお、昭和 15 年 7 月の 40 万分の 1（2 枚）、昭和 15 年 8 月 10 万の 1（7
枚）、製版年不明の 40 万分の 1（1 枚）の合計 10 枚が凡例なし。
（出典：表 1 に同じ）
10 万分の 1 40 万分の 1 50 万分の 1
仏 日 併記 仏 日 併記 仏 日 併記
昭和 15 年 6 月 2 44 
昭和 15 年 7 月 3 
昭和 15 年 8 月 39 
昭和 15 年 9 月 1 2 
昭和 16 年 2 月 10 
昭和 16 年 3 月 9 
昭和 16 年 9 月 8 
昭和 18 年 27 
昭和 20 年 21 
表 3　製版年別・縮尺別にみる外邦図の地名の使用言語
注：表中「仏」はフランス語、「日」は日本語、「併記」は、フランス語と日本語







がある点があげられる。1940 年（昭和 15 年）6 月製版の外邦図は、そのほ
とんどがフランス領インドシナ北部に集中しており、現存する地図のなか
でも大縮尺である。さらに翌 7 月には、当該地域の 40 万分の 1 の外邦図が
製版されている。これに対して、1940 年（昭和 15 年）8 月に製版されたそ
れは、そのほとんどがフランス領インドシナの中南部地域のものである。ま

















































 3）久武・今里（2009）の集計結果である 3632 枚には、1973 年 6 月に資源科学研
究所から提供された 11 枚が含まれていないと推察される。
 4）1941 年（昭和 16 年）9 月までに製版された外邦図は、陸軍陸地測量部・参謀























は、1929 年（昭和 4 年）を皮切りにして、17 図幅が確認できる。水路図の記
載情報など詳しくは、大塚・丸山（2016：63-64）参照のこと。
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Japanese Military Maps (Gaihouzu) of  French Indochina
and the Southern Expansion Doctrine (Nanshin-ron)
Naoki OTSUKA and Motoshi MARUYAMA
The aim of this article is to analyse the pattern of the Japanese military’s spatial 
movement in the process of southern expansion (Nanshin) during World War II, 
based on Japanese Military Maps (Gaihouzu) of French Indochina. In summary: 
First, it is pointed out that the mapping and/or reproduction of Gaihouzu were carried 
out before the Japanese military made an entry into the northern part of French 
Indochina in September 1940. From this fact, we can confirm the importance of 
maps in modern war. Secondly, there are regional variations in terms of the making 
year of the maps. For example, maps of militarily important areas were made ﬁrst. 
Thirdly, the regional pattern of Gaihouzu’s publications year was consistent with the 
historical process which the Japanese military made on entering the northern part of 
French Indochina. In fact, with respect to historical Japanese military movements 
which were carried out entering northern French Indochina in September 1940 and 
then entering the southern part of French Indochina in 1941, Gaihouzu were created 
mainly in both Hanoi and Saigon centers and the coastal areas necessary for military 
ship movement. In conclusion, from the view point of Gaihouzu, the Empire of 
Japan (Dai nippon teikoku) tried not only point control, but also the panoramic view 
of regional dominance in its military action with a colonialist gaze towards French 
Indochina.
